
















Runt-related transcription factor 3 reverses 












ところ、 RUNX3は、低EMT群で Eー カドヘリンと正の相闘をし、 N-カドへリン
とは負の相関をした。さらに、 Oncominedatasetsにより、 EMTマーカーと RUNX3







分け、解析を行った。 RUNX3の強制発現により低 EMT群での EMT抑制が認
められたが、この細胞にJagged-lを強制発現させたところ、 EMTの再誘導が
起こることが分かった。ヒト肝細胞癌手術検体を用いた免疫組織染色により低
EMTと高EMTに分けたところ、 RUNX3の発現量は低EMT群で Eー カドヘリン
と正の相関を示した。また、 RUNX3とJagged-lのmRNA発現が逆相関して
いることも分かった。
本研究は、 RUNX3の発現消失あるいは低下した低 EMT肝細胞癌において、
Jagged-lの発現をとおして EMTを誘導するという新たな機序を示した点に
おいて価値ある業績であると認める。
よって、本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める。
